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第 1 章

概要

• Cisco Nexus 9408 スイッチの概要 （1 ページ）

Cisco Nexus 9408 スイッチの概要
Cisco Nexus 9408（N9K-C9408）は 4 ラック ユニット（RU）の 8 スロット モジュラ シャーシ
スイッチであり、最大 128 個の 200 ギガビット QSFP56（ブレークアウトによる 256 個の 100
ギガビット）ポートまたは 64 個の 400 ギガビット ポートで構成できます。 このスイッチは、
ポート側の吸気エアーフローをサポートします。スイッチの動作には 4 つの AC 電源が必要
で、2+2 の電源グリッドの冗長性を提供します。

このスイッチには、次の高出力光ファイバと MACsec が含まれています。

• N9K-X9400-16WLEMは、200G光ファイバに制限なしで、全負荷シャーシに完全なMACsec
（128 ポート）を提供します。200G 光ファイバは、8D LEM と 16W LEM の両方で使用で
きます。

• N9K-X9400-8D LEM は、全負荷シャーシに完全な MACsec（64 ポート）を提供しますが、
8 スロット（MACsec に関係なく、20-W 光ファイバの最大 32 ポート）で 32 個以内の 400G
高出力光ファイバの制限があります。ハイパワー光ファイバは、400G ポートのいずれに
も接続できます。

• N9K-X9400-22L LEM は、10G、25G、または 50G 速度の光ファイバを備えた全負荷シャー
シに完全な MACsec (22 個の前面ポート、合計 176 個のポート)を提供します。50G 光ファ
イバを使用する場合、 MACsecの他のすべてのポートは 50 G である必要があります。

• N9K-X9400-22L のポート マッピング:それぞれの前面ポートは同じ MAC にあります。
1 ~ 4、5 ~ 8、9 ~ 10、11 ~ 14、15 ~ 18、19 ~ 22。 9 ~ 10 ポートは例外で、スタンドア
ロン グループのままです。

このスイッチには、次のユーザーによる交換が可能なコンポーネントが含まれています。

• このエアー フローを選択したファン モジュール(5)：赤紫色のカラーリングが付いたポー
ト側吸気ファンモジュール（N9K-C9400-FAN-PI）

• 次の選択肢がある電源モジュール（2 個：動作用に 1 個、冗長性のため 1 個（1+1））：

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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• 赤紫色のカラーリングが付いた2000-Wポート側吸気AC電源モジュール (NXA-PAC-2KW-PI)

• 赤紫色のカラーリングが付いた 2000-W ポート側吸気 DC 電源モジュール
（NXA-PDC-2KW-PI）

• 赤紫色のカラーリングが付いた 2000-W ポート側吸気 HVAC/HVDC（NXA-PHV-2KW-PI）

ライン カード拡張モジュールの制限事項

• N9K-X9400-22L LEM：

• ASIC の制限により、50G は同じMACで 10G および/または 25G と共存できません。

• ブレークアウト ポートは N9K-X9400-22L ではサポートされていません。

• N9K-X9400-22L LEM は、 Nexus 9408 スイッチがリーフとして動作する場合にのみ使
用できます。

• N9K-X9400-16W LEM:200G 光ファイバは相互に隣接してのみ使用でき、隣接ポートで別
の速度の光ファイバと混在させることはできません。

このスイッチには、最大 8 個のオンライン スワップ可能な LEM スロットを搭載できます。8
個のスロットで 200G/400G/50G LEM を任意に組み合わせて活用できます。

次の図は、シャーシの取り付け時またはモジュールの交換時に使用するファン側のシャーシ機
能を示しています。

スイッチカード（switch card）2電源モジュール（4）1

ファン モジュール（5）3

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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次の図は、シャーシの取り付け時またはモジュールの交換時に使用するポート側のシャーシ機
能を示しています。

GPS 10 MHz2管理ポート (RJ45)1

GPS 1PPS4スーパーバイザ モジュール
（N9K-C9408-SUP-A）

3

SYNC、TIMING、GPS、BCN、STS、ENV、LED6ToD（RJ-45）5

管理ポート（SFP）8Cisco Nexus ラインカード拡張モジュール
（LEM）（最大 8）

N9K-X9400-8D が表示されます。
N9K-X9400-16W と N9K-X9400-22L も使用でき
ます。

7

USB 3.0 ポート（1）1109

コンソール ポート（RS-232）11

1 USB ポートの使用には注意が必要です。このコンポーネントは動きに敏感で、ぶつけら
れた場合、ファイルが破損する可能性があります。

次の図は、シャーシを取り付けるときに使用する側面シャーシの機能を示しています。
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アース パッド1
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第 2 章

設置場所の準備

• 温度要件 （5 ページ）
• 湿度要件 （5 ページ）
• 高度要件 （5 ページ）
• ほこりと汚染物質 （6 ページ）

温度要件
このスイッチの動作定格は、0 ～ 40°C（32 ～ 104°F）です。-40 ～ 70°C（-40 ～ 158°F）で保管
できます。

湿度要件
湿度が高いと、スイッチに湿気が入ることがあります。湿気が原因で、内部コンポーネントの
腐食、および電気抵抗、熱伝導性、物理的強度、サイズなどの特性の劣化が発生することがあ
ります。スイッチは、5 ～ 95%（非稼働）および 5 ～ 90% （稼働）の相対湿度に耐えると評価
されます。

暖かい時期にはエアコンで冷房され、寒い時期には暖められる建物は、通常、許容レベルの湿
度を維持します。ただし、現場の湿度が異常に高い場合は、除湿機を使用して必要な湿度レベ
ルを維持してください。

高度要件
0 ～ 1524 m（0 ～ 5,000 フィート）以外の高地（低気圧）の状態では、冷却効率が低下し、電
気的な問題が発生する可能性があります。

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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ほこりと汚染物質
汚染物質の蓄積とシャーシ内部の温度上昇を防ぐために、動作環境ができるだけ清潔で、ほこ
りやその他の汚染物質がないことを確認してください。スイッチの近くでの喫煙または飲食を
禁止してください。

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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第 3 章

シャーシの取り付け

• 安全性 （7 ページ）
• Network Equipment-Building System（NEBS）宣言 （10 ページ）
• シャーシの設置準備 （11 ページ）
• シャーシの開梱と点検 （13 ページ）
• 4 支柱ラックへのシャーシの設置 （14 ページ）
• シャーシのアース接続 （19 ページ）
• スイッチの起動 （21 ページ）

安全性
スイッチの設置、操作、または保守を行う前に、『Regulatory, Compliance, and Safety Information
for the Cisco Nexus 9000 Series』を参照し、安全に関する重要な情報を確認してください。

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意
してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各
警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し
てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な
予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、
機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

（注）

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必
要があります。

警告

製品を使用する前に、安全上の注意事項を読むことを強くお勧めします。

https://www.cisco.com/web/JP/techdoc/pldoc/pldoc.html

製品を設置するときには、付属のまたは指定された接続ケーブル、電源コード、および AC ア
ダプタを使用してください。

〈製品使用における安全上の注意〉

www.cisco.com/web/JP/techdoc/index.html

接続ケーブル、電源コードセット、ACアダプタ、バッテリなどの部品は、必ず添付品または

指定品をご使用ください。添付品・指定品以外をご使用になると故障や動作不良、火災の

原因となります。また、電源コードセットは弊社が指定する製品以外の電気機器には使用

できないためご注意ください。

（注）

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育を受
けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま
す。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参照して
ください。

警告

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電の危険を減らすために、す
べての接続を取り外してユニットの電源を切ります。

警告

感電や怪我のリスクを軽減するために、コンポーネントの取り外しや交換、またはアップグ
レードを実行する前に、DC 電源を切断してください。

警告

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続
し、最後に取り外します。

装置にモジュールがある場合は、提供されたネジで固定してください

警告

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な切断装置を固定配線に組み込
む必要があります。

警告

感電のリスクを軽減するため、この装置は、IEC 60950 に基づく安全基準の SELV 要件または
IEC 62368 に基づく安全基準の ES1 および PS1 要件に適合した DC 電源、またはクラス 2 電源
に接続してください。

警告

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を
破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ
い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し
てください。

警告

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、カードなど）のハ
ンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてください。これら
のハンドルには、ユニットの重量を支える強度はありません。

警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ
ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項
に従ってください。

• ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

• ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

• ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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未終端の光ファイバの末端またはコネクタから、目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。光学機器で直接見ないでください。ある種の光学機器（ルーペ、拡大鏡、顕
微鏡など）を使用し、100 mm 以内の距離でレーザー出力を見ると、目を傷めるおそれがあり
ます。

警告

入力電力の損失を防ぐには、スイッチに電力を供給する回路上の合計最大負荷が、配線とブ
レーカーの定格電流の範囲内となるようにしてください。

注意

AC 入力の用途の場合、以下のステートメントを参照してください。（注）

ステートメント 1005 - 遮断器

この製品は設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計され
ています。保護デバイスの定格電流が20A（北米）、16A（ヨーロッパ）、および13A（英国）
を超えていないことを確認します。

警告

Network Equipment-Building System（NEBS）宣言
NEBS は、米国の一般的な地域ベル電話会社（RBOC）のセントラルオフィスの環境について
説明しています。NEBS は、米国で電気通信機器に適用される最も一般的な安全、空間、およ
び環境設計基準です。これは法的または規制上の要件ではなく、業界の要件です。

ステートメント 7003：建物内雷サージに対するシールドケーブルの要件

装置またはサブアセンブリの屋内ポートでは、シールドされた建物内配線または、両端がアー
スに接続された配線を使用する必要があります。

次のポートは、この機器の建物内ポートと見なされます。

銅 RJ45 イーサネット ポート。

警告

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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ステートメント 7005—建物内落雷サージおよび AC 電源障害

装置またはサブアセンブリの屋内ポートは、局外設備（OSP）あるいはその配線に接続される
インターフェイスに金属的に接続してはなりません。これらのインターフェイスは、イントラ
ビルディング インターフェイス（GR-1089-CORE に記載されているタイプ 2 またはタイプ 4 の
ポート）での使用のみを目的に設計されており、露出OSP配線から分離する必要があります。
これらのインターフェイスを金属的に OSP 配線と接続する場合、プライマリ プロテクタを追
加するだけでは、十分に保護されません。

このステートメントは、以下にリストされている建物内ポートに適用されます。

銅 RJ45 イーサネット ポート。

警告

ステートメント 7016—バッテリリターン導体

この装置のバッテリ リターン導体は DC-I として扱ってください。

（注）

シャーシの設置準備
スイッチを取り付ける前に、次のことを確認する必要があります。

• 取り付け場所は、第 2 章に記載されている次の要件を満たしています。

• 温度、湿度、高度、および空気中の微粒子に関する環境要件。

• キャビネットまたはラックが設置され、スイッチの要件を満たしている。

キャビネットでジャンパ電源コードが使用できます。（注）

• ラックは、冷気の取り入れ口がコールドアイルに配置された状態でスイッチを設置で
きるように配置されています。

ファンおよび電源モジュールが赤紫色または赤色の場合は、ポート側をコールドアイ
ルに向けてシャーシを設置する必要があります。モジュールが青色の場合は、ファン
モジュールを備えたシャーシをコールドアイルに設置できる必要があります。

• アース接続はスイッチの近くにあります。スイッチを直接アースに簡単に接続する
か、アースされたラックを介して間接的に接続できる必要があります。

高リーク電流電源接続の前にアース接続を行う必要があります。注意

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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• サイトの電力がスイッチの要件を満たしています。n+n 冗長性を使用している場合
は、スイッチをキャビネットまたはラックに設置するときに、スイッチの届く範囲に
2 つの電源が必要です。

使用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してください。

鉄共振テクノロジーを使用するUPSタイプは使用しないでくださ
い。これらの UPS タイプは、Cisco Nexus スイッチなどのシステ
ムでは不安定になる可能性があります。これらのスイッチは、
データトラフィックパターンの変化によって入力電流が大きく変
動し、動作が不安定になることがあります。

注意

回路の容量が、各国および地域の規格に準拠していることを確認します。北米の場
合、電源には 15 A 回路または 20 A 回路が必要です。

入力電力の損失を防ぐには、スイッチに電力を供給する回路上の
合計最大負荷が、配線とブレーカーの定格電流の範囲内となるよ
うにしてください。

注意

• ラックの周囲には、スイッチを設置し、空気の流れを妨げないようにするための十分
なスペースを空けます。

• スイッチおよびスイッチに付属するキットに加えて、次の機器が用意されています。

• お客様が準備した 8 本の 12-24 または 10-32 ネジ（スライダ レールと取り付けブラ
ケットを取り付けレールに取り付けるために必要）

• トルク調整可能な #1 および #2 プラス ネジ用ドライバ

• 3/16 インチ マイナス ドライバ

• メジャーおよび水準器

• ESDリストストラップまたはその他の接地デバイス（リストストラップはアクセサリ
キットに含まれています）

• スイッチを配置するのに十分な大きさの帯電防止面

• アース線（6 AWG を推奨します）。地域および各国の規定に適合するサイズを使用
してください。アース線の長さは、スイッチから適切なアース場所までの距離に応じ
て異なります。

• アース ラグ端子の寸法に適した圧着工具

• ワイヤ ストリッパ

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
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シャーシの開梱と点検

ファンまたは電源モジュールなどのスイッチのコンポーネントを取り扱うときは、アースされ
た静電気防止用ストラップを着用し、モジュールはキャリアの端だけを持つようにしてくださ
い。静電気防止用ストラップを接地するには、アース、接地済みシャーシ、または接地済み
ラックに確実に取り付けます。

注意

シャーシを輸送する場合に備えて、輸送用の箱は保管しておいてください。ヒント

スイッチは、厳密に検査した上で出荷されています。輸送中の破損や内容品の不足がある場合
には、ただちにカスタマー サービス担当者に連絡してください。

（注）

スイッチを検品する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 カスタマー サービス担当者から提供された機器リストと、梱包品の内容を照合します。すべての品目が
揃っていることを確認してください。

ステップ 2 破損の有無を調べ、内容品の間違いや破損がある場合には、カスタマー サービス担当者に連絡してくださ
い。次の情報を用意しておきます。

• 発送元の請求書番号（梱包明細を参照）

• 破損している装置のモデルとシリアル番号

• 破損状態の説明

• 破損による設置への影響

• 破損した輸送用コンテナと破損した製品の写真

ステップ 3 二重方向のエアフロー スイッチの場合は、すべてのファンと電源モジュールのエアフローの方向が同じで
あることを確認してください。

• 赤紫色のカラーリングは、ポート側吸気エアーフローを示します。

• 青色のカラーリングは、ポート側排気エアーフローを示します。
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4 支柱ラックへのシャーシの設置
このセクションでは、N9K-C9400-RMK ラックマウント キットを使用して、4 支柱ラックに
Cisco Nexus 9408 プラットフォーム スイッチを設置する方法について説明します。

シャーシを移動または持ち上げる前に、これらの注意事項に従ってください。

• スイッチの周囲に、保守作業とエアーフローのための十分なスペースがあることを確認し
ます。

• 一人で持ち上げるには重すぎるため、持ち上げようとしてはなりません。

• しっかりとした足場を確保してください。スイッチの重量が両足に等しく分散されます。

• スイッチは、背筋を伸ばしてゆっくりと持ち上げてください。背中ではなく足を使って持
ち上げます。腰ではなくひざを曲げるようにしてください。

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま
す。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参照して
ください。

警告

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、カードなど）のハ
ンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてください。これら
のハンドルには、ユニットの重量を支える強度はありません。

警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ
ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項
に従ってください。

• ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

• ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、
重い順に下から上へ設置します。

• ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラック
に設置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

警告

手順

ステップ 1 2 つのフロントマウント ブラケットを次のようにシャーシの側面に取り付けます。

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
14

シャーシの取り付け
4 支柱ラックへのシャーシの設置



a) 次の図に示すように、フロントマウント ブラケットの片側にある 2 つの穴をシャーシの左右どちらか
の穴に合わせます。

図 1 : フロントマウント ブラケットをシャーシに合わせて取り付ける

M4 x 6-mm ねじ2前面ラックマウント ブラケット1

b) M4 x 6 mmねじを使用してシャーシにブラケットを取り付け、それぞれのねじをトルクの12 in-lb（1.36
N·m）に締めます。

c) ステップ1aおよび1bを繰り返して、もう一方のブラケットをシャーシのもう一方側に取り付けます。

ステップ 2 下部支持レールの位置を合わせて、シャーシの棚を形成します。

（注）
下部支持レールは交換できません。ラックの右側は [R]、左側は [L] の印を付けたものを使用します。
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図 2 : 下部支持レールを合わせる

下部支持レール（2）1

ステップ 3 次のように下部支持レールをラックに取り付けます。

a) 次の図に示すように、ラックの前面および背面の垂直取り付けレールに各端が接触するように、拡張
式下部支持ブラケットのセットをラックに配置します。
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図 3 : 下部支持レールの配置

下部支持ブラケット（2）2下部支持ブラケットをラックに固定するねじ1

b) 下部支持レールを水平に保ち、お客様が用意したラックに適した 4 本のねじを使用してレールを前面
および背面の垂直取り付けレールに取り付け（垂直取り付けレールごとに 2 本のねじを使用）、各ね
じをそのねじに適切なトルク設定で締めます。

通常、次のタイプのねじのいずれかを使用し、ねじを締めるときに関連するトルク設定を使用します。

• M4 ねじ：12 in-lb（1.36 N·m）トルクを使用します。

• M6 ネジ - 40 インチ ポンド（4.5 N·m）トルクを使用します。

• 10-32 ネジ - 20 インチ ポンド）2.26 N·m）トルクを使用します。

ラックに別のタイプのねじが必要な場合は、そのタイプのねじに適したトルク設定を使用してくださ
い。

c) ステップ 3a および 3b を繰り返し、もうひとつの拡張式下部支持レールを取り付けた下部支持レール
と同じ高さでラックの反対側に取り付けます。

（注）
次の手順に進む前に、2 セットの下部支持レールが互いに水平であることを確認します。
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ステップ 4 次の手順で、シャーシをラックに取り付けます。

a) 次の図に示すように、取り付けられた下部支持レールにシャーシの電源モジュール端をスライドしま
す。

（注）
シャーシを下部支持レールにスライドさせるときは、スイッチやサポートレールを損傷しないように、
ゆっくりと慎重に進めてください。

シャーシを下部支持レールに完全に押し込むと、前面マウント ブラケットが前面垂直マウント ラック
に触れたときにシャーシが停止します。

図 4 : 下部支持レールへのシャーシのスライド

ラックマウントねじ1

b) ラックに適したネジを使用して、フロントマウント ブラケットをラックに取り付けます。

通常、次のタイプのねじのいずれかを使用し、ねじを締めるときに関連するトルク設定を使用します。

• M4 ねじ：12 in-lb（1.36 N·m）トルクを使用します。

• M6 ネジ - 40 インチ ポンド（4.5 N·m）トルクを使用します。

• 10-32 ネジ - 20 インチ ポンド）2.26 N·m）トルクを使用します。
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ラックに別のタイプのねじが必要な場合は、そのタイプのねじに適したトルク設定を使用してくださ
い。

シャーシのアース接続
スイッチとラックが金属間接続されたアースされたラックにスイッチを適切に取り付けると、
スイッチ シャーシは自動的にアースされます。

また、お客様が準備したアース ケーブルをシャーシのアース パッドと設置場所のアースに接
続することによりシャーシをアースすることもできます（これはラックがアースされていない
場合に必要です）。

各スイッチの接地パッドの位置は、[概要（Overview）] セクションにあります。（注）

次の方法で、シャーシと電源モジュールをアースに接続するとスイッチは接地されます。

• シャーシを（アースパッドで）データセンターのアースに接続します。ラックが完全に接
合されて接地されている場合、スイッチをラックに接続することでスイッチを接地できま
す。

電源モジュールが接地されていなかったりスイッチに接続されて
いない場合でも、シャーシのアース接続は有効です。

（注）

ステートメント 1024：アース導体

この装置は、接地させる必要があります。アース導体を破損しないよう注意し、アース導体を
正しく取り付けないまま装置を稼働させないでください。アースが適切かどうかはっきりしな
い場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。

警告

ステートメント 1046：装置の設置または交換

装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。

警告

始める前に

シャーシをアースする前に、データセンタービルディングのアースに接続できるようになって
いる必要があります。データセンターのアースに接続している接合ラック（詳細については
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ラック メーカーのマニュアルを参照）にスイッチ シャーシを設置した場合は、ラックに設置
することにより、シャーシをアースできます。接合ラックを使用していない場合は、シャーシ
のアース パッドをデータセンターのアースに直接接続する必要があります。

手順

ステップ 1 ワイヤ ストリッパを使用して、アース線の端から 0.75 インチ（19 mm）ほど、被膜をはがします。

ステップ 2 アース線の被膜をはぎとった端をアース ラグの開放端に挿入し、圧着工具を使用してラグをアース線に圧
着します（次の図の 2 を参照）。アース線をアース ラグから引っ張り、アース線がアース ラグにしっかり
と接続されていることを確認します。

図 5 : シャーシのアース接続

2 本の M4 ネジを使用してアース ラグをシャーシ
に固定します

3シャーシのアース パッド1

アース ケーブル。一方の端から 0.75 インチ（19
mm）絶縁体がはがされ、アース ラグに挿入さ
れ、所定の位置に圧着される。

2

ステップ 3 アース ラグを 2 本の M4 ネジを使用してシャーシのアース パッドに固定し（前の図の 1 と 3 を参照）、12
インチ ポンド（1.36 N·m）のトルクでネジを締めます。

ステップ 4 アース線の反対側の端を処理し、設置場所の適切なアースに接続して、スイッチに十分なアースが確保さ
れるようにします。ラックが完全に接合されてアースされている場合は、ラックのベンダーが提供するマ
ニュアルで説明されているようにアース線を接続します。
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スイッチの起動

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ
れています。感電または火災のリスクを軽減するため、保護対象の装置は次の定格を超えない
ようにします。

警告

このデバイスは、隣接デバイスが完全な動作状態にある場合、30分以内に起動するように設計
されています。

（注）

スイッチの電源を投入するには、次の手順を実行します。

始める前に

• スイッチが完全に設置され、ラックに固定されていることを確認します。

• スイッチが施設のアースまたはアースされたラックに適切に接地されていることを確認し
ます。

• ファンおよび電源モジュールのすべてがシャーシに取り付けられていることを確認しま
す。シャーシの電源モジュールが 4 個以下の場合、設計されたエアフローを維持するため
に、空いている電源装置スロットにブランクモジュール（NXA-PS-BLANK）が必要です。

手順

ステップ 1 スイッチに AC 電源がある場合、それらの電源を次のように AC 電源に接続します。

a) AC 電源の回路ブレーカーがオフになっていることを確認します。
b) 電源モジュールの電源コンセントに電源コードを接続します。
c) AC 電源に電源コードのもう一方の端を接続します。
d) 回路ブレーカーで電源を入れます。
e) OK LED がグリーンに変わり、FAULT LED が消灯していることを点検して、電源が機能していること

を確認します。

ステップ 2 ファンの動作音を確認します。電源コードを差し込むと、ファンが動作を開始します。

ステップ 3 スイッチが起動したら、次の LED が点灯していることを確認します。

• 電源 LED — 緑に点灯

緑色でない場合は、モジュールをスロットから途中で取り外して、再度取り付けてみてください。

• ファン LED — 緑に点灯
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緑色でない場合は、モジュールをスロットから途中で取り外して、再度取り付けてみてください。

• システム ステータス LED － 緑に点灯（LED がオレンジまたは赤に点灯している場合、1 つまたは複
数の環境モニターが問題をレポートしています。

• イーサネット コネクタのリンク LED — 消灯
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第 4 章

ネットワークへのスイッチの接続

• ネットワーク接続の準備 （23 ページ）
• コンソールへの接続 （23 ページ）
• 管理インターフェイスの接続 （24 ページ）
• 他のデバイスへのインターフェイス ポートの接続 （25 ページ）
• トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス （28 ページ）

ネットワーク接続の準備
スイッチのネットワーク接続を準備するときは、各インターフェイスタイプについて次の事項
を考慮し、ポートを接続する前に必要なすべての機器を揃えてください。

• 各インターフェイス タイプに必要なケーブル

• 各信号タイプの距離制限

• 必要な他のインターフェイス機器

コンソールへの接続
スイッチをコンソールに接続して、次の機能を実行できます。

• CLI を使用したスイッチの設定

• ネットワーク統計情報およびエラーのモニターリング

• SNMP エージェント パラメータの設定

• ソフトウェア アップデートのダウンロード

スイッチを最初にネットワークに接続する前に、このポートを使用してローカル管理接続を作
成し、IP アドレスの設定および他の初期設定を行うことを推奨します。

（注）
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スイッチのコンソール ポートは、RJ-45 インターフェイスを備えた RS-232 ポートです。これ
は非同期シリアルポートです。このポートに接続する装置は、非同期伝送に対応している必要
があります。

コンソール ポートにはモデムを接続できます。コンソール ポートにモデムを接続していない
場合は、スイッチに電源を投入する前か、スイッチのブートプロセスが完了したあとで接続し
てください。

注意

始める前に

スイッチをコンソールに接続する前に、次の準備ができていることを確認してください。

• VT100端末エミュレーションをサポートするコンピュータ端末。セットアップおよび設定
時にスイッチとコンピュータを通信させるには、ターミナルエミュレーションソフトウェ
ア（HyperTerminal または Procomm Plus など）を使用します。

手順

ステップ 1 次のデフォルトのポート特性に一致するように、ターミナル エミュレータ プログラムを設定します。

• 9600 ボー

• 8 データ ビット

• 1 ストップ ビット

• パリティなし

ステップ 2 ケーブルのもう一方の端の DB-9 コネクタをコンピュータのシリアル ポートに接続します。

次のタスク

これでスイッチを設定できます。

管理インターフェイスの接続
始める前に

IP アドレスの競合を防ぐため、初期設定を完了し、スイッチの IP アドレスを確立する必要が
あります。
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手順

ステップ 1 適切なモジュラ ケーブルをスイッチの 接続します。

ステップ 2 ケーブルのもう一方の端を、スイッチ、ハブ、またはルータに接続します。

他のデバイスへのインターフェイス ポートの接続
スイッチの初期設定を実行し、管理接続を確立したら、スイッチのインターフェイスポートを
他のデバイスに接続できます。スイッチのインターフェイス ポートのタイプによっては、
QSFP+、SFP+ または SFP トランシーバの使用時にインターフェイス ケーブルを使用する必要
があり、または RJ-45 コネクタを使用して他のデバイスにスイッチを接続する必要がありま
す。

多くの光ファイバ ケーブルで使用するトランシーバは、ケーブルから切り離して提供されま
す。光ファイバケーブルやトランシーバの破損を防止するため、トランシーバをインターフェ
イス ポートに取り付ける際にトランシーバを光ファイバ ケーブルから切り離しておくことを
推奨します。光ファイバケーブルのトランシーバを取り外す前に、トランシーバからケーブル
を取り外す必要があります。

トランシーバと光ケーブルの有効性と寿命を最大化するには、次の手順を実行します。

• トランシーバを扱うときは、常にアースに接続されている静電気防止用リストストラップ
を着用してください。通常、スイッチを設置するときはアースされており、リスト スト
ラップを接続できる静電気防止用のポートがあります。

• トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

• 高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバと光ファイバケーブ
ルは常に埃のない清潔な状態に保ってください。減衰（光損失）は汚れによって増加しま
す。減衰量は 0.35 dB 未満に保つ必要があります。

• 埃によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、取り付ける前にこれらの部品
を清掃してください。

• コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してください。
ウェット クリーニングやドライ クリーニングが効果的です。設置場所の光ファイバ接続
清掃手順に従ってください。

• コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となることがあります。
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• 埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷
しているかどうかを確認してください。

ステートメント 1051：レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて
いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器からの放射を直接見たりしないで
ください。

警告

SFP+ および SFP トランシーバの取り付け

SFP または SFP+ トランシーバの取り外しおよび取り付けを過度に行うと、耐用年数が短くな
ります。必要な場合以外には、SFP または SFP+ トランシーバの取り外しや取り付けを行わな
いようにしてください。トランシーバの取り付けまたは取り外しを行う際は、光ケーブルやト
ランシーバの破損を防止するため、ケーブルを抜いた状態で行うことを推奨します。

（注）

ケーブルをトランシーバに接続できない場合は、トランシーバのケーブル側にダストプラグを
取り付けるか、またはそのままにします。

（注）

手順

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ポート ケージのダスト カバーを外します。

ステップ 3 トランシーバのポート側のダスト カバーを外します。

ステップ 4 次のようにトランシーバをポートに差し込みます。

• マイラータブラッチ付きのトランシーバの場合、タブが下にくるようにし、ポートにしっかりはまる
までトランシーバをゆっくり差し込みます。

• ベールクラスプ ラッチ付きのトランシーバの場合、クラスプが下になるようにし、クラスプを持ち上
げてトランシーバの上部で閉じてから、ポートにしっかりはまるまでトランシーバをゆっくり差し込
みます。

注意
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トランシーバが取り付けにくい場合は、トランシーバの向きと、タブやクラスプの位置が正しいかど
うかを確認してください。

QSFP+ トランシーバの取り付け
QSFP+ トランシーバ モジュールには、ベールクラスプ ラッチまたはプルタブ ラッチを付ける
ことができます。

QSFP+ トランシーバ モジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。QSFP+ トラン
シーバ モジュールを取り扱ったり、システム モジュールに触れたりする場合は、静電気防止
用リスト ストラップのような個別のアース デバイスを常に使用してください。

注意

手順

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを自分自身とシャーシまたはラックの適切な接地点に取り付けます。使用
手順に従ってください。

ステップ 2 QSFP+ トランシーバ モジュールを保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 トランシーバのポート側のダスト カバーを外します。

ステップ 4 QSFP+トランシーバモジュール本体のラベルを調べて、使用しているネットワークに適合するモデルであ
ることを確認します。

ステップ 5 光 QSFP+ トランシーバの場合は、光ボア ダスト プラグを取り外し、脇に置きます。

ステップ 6 ベールクラスプ ラッチ付きのトランシーバの場合は、次のようにしてください。

a) ベールクラスプを垂直位置に保ちます。
b) QSFP+ トランシーバをモジュールのトランシーバ ソケット開口部の前に合わせ、トランシーバがソ

ケットの電気コネクタに接触するまで QSFP+ トランシーバをソケットに慎重に挿入します。

ステップ 7 プルタブ付きの QSFP+ トランシーバの場合は、次のようにしてください。

a) ID ラベルが上になるように、トランシーバを持ちます。
b) QSFP+ トランシーバをモジュールのトランシーバ ソケット開口部の前に合わせ、トランシーバがソ

ケットの電気コネクタに接触するまで QSFP+ トランシーバをソケットに慎重に挿入します。
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SFP+ および SFP 光ケーブルの取り付け

トランシーバの取り付けまたは取り外しを行う際は、光ケーブルやトランシーバの破損を防止
するため、ケーブルを抜いた状態で行います。

（注）

手順

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルのコネクタのダスト カバーを外します。

ステップ 3 トランシーバのケーブル側のダスト カバーを外します。

ステップ 4 ケーブル コネクタをトランシーバに合わせ、しっかりはまるまでコネクタをトランシーバに差し込みま
す。

注意
ケーブルが取り付けにくい場合、ケーブルの向きを確認してください。

（注）
ケーブルをトランシーバに接続できない場合は、トランシーバのケーブル側にダスト プラグを取り付ける
か、またはそのままにします。

接続の確認手順については、該当する Cisco Nexus シリーズのコンフィギュレーション ガイドを参照して
ください。

トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバと光ファイバケーブルは
常に埃のない清潔な状態に保ってください。汚れによって減衰（光損失）は増加します。減衰
量は 0.35 dB 未満でなければなりません。

これらのメンテナンス ガイドラインを考察してください。

• トランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、アースしたシャーシに接
続している静電気防止用リスト ストラップを着用してください。

• トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

• 未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃によって光ファイバケー
ブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。
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• コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となることがあります。

• コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れた場合には、コネクタを清掃してください。
ウェット クリーニングとドライ クリーニングの両方が効果的です。設置場所の光ファイ
バ接続清掃手順に従ってください。

• 埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷
しているかどうかを確認してください。

光ファイバ トランシーバを取り外す必要がある場合は、光ファイバ ケーブルをトランシーバ
から取り外してから、トランシーバをポートから外す必要があります。

（注）
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第 5 章

モジュールの交換

• 4（RU）ファン モジュールの交換 （31 ページ）
• AC 電源モジュールの交換 （32 ページ）
• スーパーバイザ モジュールの交換 （34 ページ）
• ライン カード拡張モジュール（LEM）の取り付けまたは交換 （36 ページ）
• スイッチ カードの交換 （39 ページ）
• 光学抽出ツールを使用したファイバ光学の取り外し （41 ページ）

4（RU）ファン モジュールの交換
ファンモジュールは、システムの稼働中に取り外しや交換を行っても、感電やシステムの損傷
が起きないように設計されています。ただし、交換作業は 1 分以内に行う必要があります。

適切な交換用ファンモジュールがない場合は、スイッチのエアーフローを維持できるよう、交
換用ファン モジュールを入手できるまではスロットで元のファン モジュールを使用し続けて
ください。モジュール番号はシャーシに記載しています。

ファン アセンブリをシャーシから外すときにファンが回転している場合があります。ファン
アセンブリの筐体の隙間に指やドライバなどを近づけないでください。

注意

始める前に

• 手で触れるコンポーネントの静電破壊を防止するための、静電気防止用リストストラップ
または他のデバイスがあることを確認します。

• シャーシから取り外すファンモジュールを置くための静電気防止シートまたはバッグがあ
ることを確認します。

• 交換用ファンモジュールのエアーフローの向きが正しい（同じシャーシ内の他のファンお
よび電源モジュールと同じ色になっている）ことを確認します。
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手順

ステップ 1 ESD による損傷を防ぐために、ESD リスト ストラップまたはその他の ESD デバイスを身体に取り付け、
接地します。

ESD デバイスは、接地されたラックやシャーシのアース接続など、アースまたは設置されたオブジェクト
に取り付けることができます。

ステップ 2 次のようにして、交換するファン モジュールを取り外します。

a) 取り外しているファンモジュールで、ファンモジュールの前面にある2本の非脱落型ネジをそれぞれ、
シャーシから外れるまで緩めます。

b) ハンドルをつかみ、モジュールをシャーシから取り外して、静電気防止シート上または静電気防止バッ
グ内に置きます。

注意
モジュール背面の電気コネクタに触れないようにし、他の何かが接触してコネクタが損傷しないよう
にします。

ステップ 3 次のようにして、交換用ファン モジュールを取り付けます。

a) ファン モジュールは両手で持ちます。片手でハンドルを持ち、片手でファン モジュールの重量を支え
ます。ファン モジュールの背面（電気コネクタがある側）をシャーシの空いているファン スロットに
合わせます。

b) カチッと音がするまでスロットにファン モジュールを挿入します。
c) ファン モジュールの非脱落型ネジを締めます。
d) ステータス（STS）LED が点灯し、グリーンになることを確認します。

AC 電源モジュールの交換
別の電源モジュールが取り付けられていて交換時に稼働している限り、動作時に AC 電源モ
ジュールを交換できます。スイッチは2つの電源モジュールで稼働するので、稼働中に冗長電
源モジュールをホットスワップできます。2個の電源モジュールのみがシャーシに取り付けら
れている場合、他の電源モジュールを取り外す前に、空いている電源モジュールスロットに新
しい電源モジュールを取り付けることで1つを交換できます。モジュール番号はシャーシに記
載しています。

このスイッチは、ポート側吸気電源のみをサポートします（NXA-PAC-2KW-PI)）（注）
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始める前に

• 手で触れるコンポーネントの静電破壊を防止するための、静電気防止用リストストラップ
または他のデバイスがあることを確認します。

• シャーシから取り外す電源モジュールを置くための静電気防止シートまたはバッグがある
ことを確認します。

• 交換用電源モジュールのエアーフローの向きが正しい（同じシャーシ内の他のファンおよ
び電源モジュールと同じ色になっている）ことを確認します。そうしないと、スイッチが
過熱状態になり、シャットダウンします。

手順

ステップ 1 ESD による損傷を防ぐために、ESD リスト ストラップまたはその他の ESD デバイスを身体に取り付け、
接地します。

ESD デバイスは、接地されたラックやシャーシのアース接続など、アースまたは設置されたオブジェクト
に取り付けることができます。

ステップ 2 電源モジュールは、次のように取り外します。

a) 取り外す電源モジュールの電源コードを電源コンセントから引き抜き、OK LED が消灯していること
を確認します。

b) 電源モジュールは、サムラッチを左に押した状態にしてシャーシから少し引き出して、取り外します。
c) シャーシから引き出す際、もう一方の手で下から電源モジュールを支えます。

電源モジュールは、静電気防止用シート上に置くか、梱包材で包みます。

d) 電源モジュール スロットを空のままにしておく場合は、電源モジュール用ブランク フィラー パネル
（部品番号 NXA-PS-BLANK）を取り付けます。

ステップ 3 交換用電源モジュールは、次のように取り付けます。

a) 一方の手でモジュールの下部を持ち、もう一方の手でハンドルを持つ形で交換用電源モジュールを持
ち、電源モジュールの後端（電気接続の終端部）を空いている電源モジュール スロットに合わせ、電
源モジュールがカチッと音がして所定の位置にはまるまでスロットに完全に押し込みます。

b) リリース ラッチを使用せずに電源モジュールをスロットから引き出すようにして取り付け具合を確認
します。

電源モジュールが動かなければ、スロットに確実に固定されています。電源モジュールが動く場合は、
カチッと音がするまでスロットに完全に押し込みます。

ステップ 4 次のように、新しい電源モジュールを AC 電源モジュールに接続します。

a) 電源モジュール前面の電源コンセントに電源ケーブルを接続します。
b) 電源コードの反対側を AC 電源コンセントに接続します。

• 電源の冗長性が必要ない場合は、電源モジュールを 1 つ電源に接続します。

• n+1 の冗長性が必要な場合は、2 つの電源モジュールを 1 つまたは 2 つの電源に接続します。
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• n+n の冗長性が必要な場合は、2 つの電源モジュールそれぞれを異なる電源に接続します。

（注）
配電ユニットのコンセントの種類によっては、スイッチをコンセントに接続するために、オプション
のジャンパ ケーブルが必要となる場合があります。

c) 電源モジュールの OK LED がグリーンになっているかどうかを調べ、電源モジュールの稼働を確認し
ます。

スーパーバイザ モジュールの交換
この手順は、スイッチのプラグを抜かなくても続行できます。

ステートメント 1034：バックプレーンの電圧

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。作業を行うときは注意してく
ださい。

警告

ステートメント 1051：レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて
いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく
ださい。

警告

始める前に

• モジュールを取り扱う際には、静電気放電（ESD）リスト ストラップまたは他の ESD 保
護デバイスを装着します。

• シャーシから取り外すモジュールごとに、静電気防止用シートまたは梱包材を準備しま
す。

手順

ステップ 1 新しいモジュールのパッケージを開き、損傷していないことを確認します。

モジュールが損傷している場合は、Technical Assistance Center（TAC）に連絡してください。

ステップ 2 シャーシに取りつけられているモジュールを交換する場合は、次の手順に従って、シャーシから既存のモ
ジュールを取り外します。
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（注）
モジュールから各インターフェイス ケーブルを取り外し、ラベルを付けます。

a) 次の図に示すように、モジュールのつまみネジを緩めて、モジュールをシャーシから外します。
b) 次の図に示すように、ラッチを下げて、シャーシからラッチを外します。
c) 次の図に示すように、ラッチをシャーシから離れるように回転させます。
d) 次の図に示すように、ラッチリリースレバーハンドルを握り、シャーシからモジュールを引き出しま

す。

図 6 : スーパーバイザ モジュールのラッチ リリース レバー

ラッチを押し下げて、シャーシからラッ
チを外します。

2モジュールのつまみネジを緩めます。1

モジュールをシャーシから引き出しま
す。

4ラッチをモジュールから離れるように回転させ
て、シャーシから外します。

3

ステップ 3 モジュールを取り付けるにはこれらのステップに従います。
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a) レバーが全開位置にあることを確認してください。
b) 片手でモジュールをつかみ、もう片方の手を下に添えてモジュールの重量を支えます。
c) モジュールを空いているスロットに合わせ、レバーのクランプがシャーシに噛み合うまでモジュール

をスロットにゆっくりとスライドさせます。レバーを上にシャーシに向けて全開位置でカチッと音が
するまで回転させます。

d) つまみネジを締め付けます。

（注）
モジュールの適切なポートに各インターフェイス ケーブルを接続します。各ケーブルのラベルを使用
して、各ケーブルを接続するポートを判別します。

ライン カード拡張モジュール（LEM）の取り付けまたは
交換

スイッチは、シャーシにライン カード拡張モジュール（LEM）を 1 個以上搭載して動作可能
です。シャーシに少なくとも 1 つの LEM が取り付けられて動作している場合は、別の LEM を
交換するか、空のスロットに新しい LEM を取り付けることができます。LEM はホットスワッ
プ可能です。

制限事項：N9K-X9400-16W には、隣接するポートを接続する場合の 10G/40G および 10G/100G
のリンク起動に制限があります。

ポート 1 が 10G に接続されていて、40G または 100G がポート 2 に接続されている場合、ポー
ト 2 はハードウェア無効になります。ポート 2 をハードウェア無効化から回復するには、ポート 1 か
ら 10G を削除する必要があり、ポート 2 で OIR を 1 回実行する必要があります。

Eth4/3 -- hwdisabled trunk full inherit QSFP-H40G-CU5M
Eth4/4 -- connected routed full 10G SFP-H10GB-AOC1M

N9408# show int ethernet 4/3-4 status
Eth4/3 -- out-of-ser trunk full 40G QSFP-H40G-CU5M
Eth4/4 -- hwdisabled routed full inherit SFP-H10GB-AOC1M
N9408# show int ethernet 6/7-8 status
------------------------------------------------------------------------------------------------
Port Name Status Vlan Duplex Speed Type
------------------------------------------------------------------------------------------------
Eth6/7 -- out-of-ser trunk full 10G 10Gbase-SR
Eth6/8 -- hwdisabled trunk full inherit QSFP-100G-CWDM4
N9408# show int ethernet 6/7-8 status
------------------------------------------------------------------------------------------------
Port Name Status Vlan Duplex Speed Type
------------------------------------------------------------------------------------------------
Eth6/7 -- hwdisabled trunk full inherit 10Gbase-SR
Eth6/8 -- out-of-ser trunk full 100G QSFP-100G-CWDM4

（注）
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LEM を削除したら、新しい LEM を挿入する前に少なくとも 10 秒待つ必要があります。LEM
が挿入されると、MIFPGA でリタイマー初期化プログラムが開始されます。削除または障害によ
り、リタイマーが LEM MIFPGA にアクセスできなくなり、クラッシュが発生する可能性がありま
す。

注意

ステートメント 1034：バックプレーンの電圧

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。作業を行うときは注意してく
ださい。

警告

ステートメント 1051：レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて
いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく
ださい。

警告

始める前に

• モジュールを取り扱う際には、静電気放電（ESD）リスト ストラップまたは他の ESD 保
護デバイスを装着します。

• シャーシから取り外すモジュールごとに、静電気防止用シートまたは梱包材を準備しま
す。

手順

ステップ 1 新しい LEM のパッケージを開き、損傷していないことを確認します。

モジュールが損傷している場合は、Technical Assistance Center（TAC）に連絡してください。

ステップ 2 空のモジュールのスロットにモジュールを取り付ける場合には、そのスロットに取り付けられている空の
モジュール（N9K-C9400-BLK）を取り外します。

ステップ 3 シャーシに取りつけられているモジュールを交換する場合は、次の手順に従って、シャーシから既存のモ
ジュールを取り外します。

（注）
モジュールから各インターフェイス ケーブルを取り外し、ラベルを付けます。

a) 次の図に示すように、LEM のつまみネジを緩めて、LEM をシャーシから外します。
b) 次の図に示すように、ラッチを下げて、シャーシからラッチを外します。
c) 次の図に示すように、ラッチをシャーシから離れるように回転させます。
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d) 次の図に示すように、ラッチリリースレバーハンドルを握り、シャーシからモジュールを引き出しま
す。

図 7 : ラインカード拡張モジュールのラッチ リリース レバー

ラッチを押し下げて、シャーシからラッ
チを外します。

2LEM のつまみネジを緩めます。1

モジュールをシャーシから引き出しま
す。

4ラッチをモジュールから離れるように回転させ
て、シャーシから外します。

3

ステップ 4 モジュールを取り付けるにはこれらのステップに従います。

a) LEM レバーが全開位置にあることを確認してください。
b) 片手でモジュールをつかみ、もう片方の手を下に添えてモジュールの重量を支えます。
c) モジュールを空いているスロットに合わせ、レバーのクランプがシャーシに噛み合うまでモジュール

をスロットにゆっくりとスライドさせます。レバーを上にシャーシに向けて全開位置でカチッと音が
するまで回転させます。

d) LEM つまみネジを締め付けます。

（注）
モジュールの適切なポートに各インターフェイス ケーブルを接続します。各ケーブルのラベルを使用
して、各ケーブルを接続するポートを判別します。
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スイッチ カードの交換
スイッチカードはホットスワップ可能です。モジュールを交換する前にスイッチをシャットダ
ウンする必要はありません。

ステートメント 1034：バックプレーンの電圧

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。作業を行うときは注意してく
ださい。

警告

始める前に

• モジュールを取り扱う際には、静電気放電（ESD）リスト ストラップまたは他の ESD 保
護デバイスを装着します。

• シャーシから取り外すモジュール際は、静電気防止用シートまたは梱包材を準備します。

手順

ステップ 1 新しいスイッチ カードのパッケージを開き、モジュールが損傷していないことを確認します。

モジュールが損傷している場合は、Technical Assistance Center（TAC）に連絡してください。

ステップ 2 モジュールを取り外す手順は、次のとおりです。

a) 次の図に示すように、モジュールをシャーシ（4）に取り付けているつまみネジを緩めます。
b) 次の図に示すように、レバー ボタン（2）を押してレバーを解放します。
c) 次の図に示すように、レバー（2）を引き出してシャーシから外します。
d) モジュールを慎重に取り外します。
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図 8 : スイッチ カードの交換

レバー ボタンを押します（各レバー 1
個）

2つまみねじを緩めます（シャーシの各側面に 2 つ
ずつ）。

1

レバーを外します（2）3

ステップ 3 モジュールを取り付けるにはこれらのステップに従います。

a) 各レバーが完全に開いた位置にあることを確認してください。
b) 両手でモジュールの左側と右側を持ち、モジュールの重量を支えます。
c) モジュールを空いているスロットに合わせ、レバーのクランプがシャーシに触れるまでモジュールを

スロットにゆっくりとスライドさせます。次に、カチッと所定の位置に収まるまでレバーをシャーシ
に向かって押し込み、完全に閉位置にします。
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d) つまみネジを締めます。

光学抽出ツールを使用したファイバ光学の取り外し
抽出ツール（図を参照）を活用して、 SFP/SFP+/SFP28/SFP56 トランシーバの光ケーブルと光
モジュールを取り外します。スーパーバイザ モジュール（SUP）カードを含むすべての SFP
ポートにツールを活用します。

図 9 : 工学抽出ツール

始める前に

スイッチのコンポーネントを取り扱う前に、必ず接地済み静電放電（ESD）ストラップを着用
してください。ストラップを接地するには、直接アース接地または接地済みラックやシャーシ
に取り付けます。金属間でアース接地に接続する必要があります。

QSFP-DD 光ファイバ（400G/200G）の取り外しと再挿入の間に、2 分の待機時間が必要です。（注）

光トランシーバ モジュールを取り外すには、抽出ツール「ピンセットの端」を使用します。
ツールの図を参照してください。

手順

ステップ 1 ツールを使用して、光ファイバケーブルのタブを「つまみ」、クリップを外します。トランシーバモジュー
ルを取り外す前に、トランシーバ モジュールから光ケーブルを取り外します。図を参照してください。
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図 10 : 光ケーブルが接続されたトランシーバ

ステップ 2 光学抽出ツールの幅狭な終端を使用して、注意してラッチを離し、トランシーバ モジュールを取り外しま
す (図を参照)。

Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
42

モジュールの交換
光学抽出ツールを使用したファイバ光学の取り外し


	Cisco Nexus 9408 スイッチ（NX-OS モード）ハードウェア設置ガイド
	目次
	概要
	Cisco Nexus 9408 スイッチの概要

	設置場所の準備
	温度要件
	湿度要件
	高度要件
	ほこりと汚染物質

	シャーシの取り付け
	安全性
	Network Equipment-Building System（NEBS）宣言
	シャーシの設置準備
	シャーシの開梱と点検
	4 支柱ラックへのシャーシの設置
	シャーシのアース接続
	スイッチの起動

	ネットワークへのスイッチの接続
	ネットワーク接続の準備
	コンソールへの接続
	管理インターフェイスの接続
	他のデバイスへのインターフェイス ポートの接続
	SFP+ および SFP トランシーバの取り付け
	QSFP+ トランシーバの取り付け
	SFP+ および SFP 光ケーブルの取り付け

	トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス

	モジュールの交換
	4（RU）ファン モジュールの交換
	AC 電源モジュールの交換
	スーパーバイザ モジュールの交換
	ライン カード拡張モジュール（LEM）の取り付けまたは交換
	スイッチ カードの交換
	光学抽出ツールを使用したファイバ光学の取り外し

	スイッチの管理
	取り付けたハードウェア モジュールに関する情報の表示
	スイッチのハードウェア インベントリの表示
	スイッチのモジュールの表示
	スイッチのシリアル PROM（SPROM）の表示
	スイッチの環境情報の表示
	スイッチの環境温度の表示

	ラックの仕様
	キャビネットおよびラックの一般的な要件およびガイドライン
	穴あきキャビネットの要件について
	オープンラックの要件について

	システム仕様
	環境仕様
	スイッチの寸法
	スイッチおよびモジュール重量
	2000 W AC 電源モジュールの仕様
	2000 W DC 電源モジュールの仕様
	2000 W HVAC/HVDC 電源モジュールの仕様
	AC 電源ケーブルの仕様
	DC 電源ケーブルの仕様
	ACI モードおよび NX-OS モード スイッチでサポートされている HVAC/HVDC 電源ケーブル

	LED
	CPU カード LED
	LEM LED
	ファン LED
	電源 LED

	スペア パーツ テーブル
	スペア サポート テーブル


